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昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
提
出 

質

問

第

一

八

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

書 日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
地
方
交
通
線
の
選
定
に
関
す
る
質
問
主
意 

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 

田 
 

一 

殿 

提 

出 

者 
 

野 

間 

友 

一 

 

一 

 



 

特
別
割
増
運
賃
の
導
入
線
区
は
全
国
で
百
七
十
五
営
業
線
と
さ
れ
、
一
日
平
均
約
二
百
万
人
が
利
用
し
て
い
る 

 

と
言
う
。
現
在
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
六
十
年
度
ま
で
に
幹
線
の
運
賃
の
五
割
増
し
以
内
の
特
別
運
賃
が 

 
 

適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
利
用
す
る
地
域
住
民
に
特
別
の
高
負
担
を
強
い
、
ま
た
、
地
域
の
発
展
に
と
つ 

 
 

て
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。 

日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進
特
別
措
置
法
（
国
鉄
再
建
法
）
及
び
同
法
施
行
令
（
政
令
第
二
十
五
号
）
に
基
づ 

 
 

き
、
政
府
及
び
国
鉄
は
、
旅
客
輸
送
密
度
が
一
定
基
準
値
以
下
の
営
業
線
（
国
鉄
再
建
法
第
八
条
に
よ
つ
て
「
地
方 

 
 

交
通
線
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
以
下
「
地
交
線
」
と
略
す
。
）
に
つ
き
、
特
別
割
増
運
賃
の
導
入
の
準
備
を
進
め
て
い 

 
 

る
。 

 
書 日

本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
地
方
交
通
線
の
選
定
に
関
す
る
質
問
主
意 

三 

 



 

旅
客
輸
送
密
度
が
一
定
基
準
値
以
下
の
営
業
線
に
特
別
割
増
運
賃
を
適
用
す
る
こ
と
自
体
、
容
認
で
き
る
も
の 

 

で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
お
く
と
し
て
も
、
ど
の
線
区
が
こ
れ
を
適
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
さ
れ
な
い
か
の
選
定
は
、 

 
 

 

公
平
か
つ
厳
正
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

地
交
線
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て 

し
か
し
、
地
交
線
の
選
定
方
法
に
重
大
な
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

地
交
線
の
基
準
は
、
政
令
第
二
十
五
号
（
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
昭
和 

 
 

五
十
四
年
度
ま
で
の
間
の
旅
客
輸
送
量
に
つ
い
て
算
定
し
た
旅
客
営
業
キ
ロ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
一
日 

 

平
均
旅
客
輸
送
人
員
、
す
な
わ
ち
旅
客
輸
送
密
度
（
政
令
第
一
条
第
一
号
ロ
）
が
八
千
人
未
満
で
あ
る
営
業
線 

 
 

（
政
令
第
二
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
政
令
第
一
条
第
一
号
に
関
し
、
「
必
要
な
事
項
は
、
運
輸
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
。
」
（
政
令
第
五 

 
 

 

条
）
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
以
上
詳
細
な
規
定
は
な
い
。 

四 

 



 

二 

無
人
駅
を
有
す
る
営
業
線
の
旅
客
輸
送
密
度
の
算
定
方
法
に
つ
い
て 

和
歌
山
線
（
王
寺
―
和
歌
山
間
、
八
十
七
・
九
キ
ロ
メ
ト
ー
ル
）
は
、
地
交
線
と
選
定
さ
れ
た
営
業
線
の
う
ち 

 
 

で
は
、
越
後
線
、
七
尾
線
、
日
光
線
及
び
播
但
線
に
続
い
て
、
全
国
で
五
番
目
に
利
用
客
の
多
い
線
区
で
あ 

 
 

 
 

り
、
国
鉄
の
調
べ
で
は
、
旅
客
輸
送
密
度
は
七
千
七
百
八
十
三
人
で
、
基
準
値
に
二
百
十
七
人
不
足
し
て
い
る 

 
 

だ
け
で
あ
る
。
他
の
多
く
の
地
交
線
同
様
、
和
歌
山
線
も
多
く
の
駅
員
無
配
置
駅
（
い
わ
ゆ
る
無
人
駅
）
を
抱
え 

 
 

て
い
る
。
全
線
三
十
二
駅
の
う
ち
九
駅
が
無
人
駅
で
あ
る
。 

政
令
第
一
条
第
一
号
ロ
に
い
う
「
旅
客
輸
送
密
度
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
実
際
の
旅
客
輸
送
人
員
、
す 

 
 

な
わ
ち
実
人
員
が
算
定
の
対
象
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

前
項
の
質
問
の
よ
う
に
、
政
令
で
い
う
旅
客
輸
送
密
度
は
実
人
員
を
算
定
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら 

 
 

ば
、
以
下
和
歌
山
線
を
例
に
具
体
的
に
述
べ
る
よ
う
な
無
人
駅
を
有
す
る
営
業
線
に
関
し
、
同
密
度
の
算
定
方 

 
 

法
に
は
、
重
大
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。 

五 

 



 

無
人
駅
の
乗
車
客
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
乗
務
車
掌
が
車
内
で
改
札
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
し
か 

 
 

し
、
現
在
車
掌
は
一
人
体
制
で
あ
り
、
す
べ
て
の
無
改
札
乗
車
客
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ 

 
 

 

る
。
そ
れ
ば
か
り
か
和
歌
山
線
に
お
い
て
は
、
車
内
改
札
率
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ 

 
 

て
い
る
（
「
割
増
運
賃
に
反
対
し
和
歌
山
線
を
守
る
住
民
の
会
」
の
昭
和
五
十
六
年
十
月
調
べ
。
以
下
「
住
民
の 

 
 

会
」
と
略
す
。
）
。
現
に
、
終
点
の
和
歌
山
駅
の
和
歌
山
線
か
ら
の
精
算
は
、
一
日
平
均
二
百
九
十
六
名
で
、
う
ち 

 
 

定
期
券
、
原
券
両
乗
越
し
精
算
分
は
合
わ
せ
て
二
十
一
名
（
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
残
り
二
百
七
十
五
名 

 
 

 

（
九
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
す
べ
て
が
無
改
札
の
乗
客
で
あ
つ
た
（
昭
和
五
十
六
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
十
一
月 

 
 

一
日
ま
で
の
平
均
値
。
天
王
寺
鉄
道
管
理
局
調
べ
。
）
。 

と
こ
ろ
が
、
運
輸
省
及
び
国
鉄
当
局
は
、
定
期
券
な
ど
の
乗
越
し
精
算
を
旅
客
輸
送
密
度
の
算
定
に
計
上
し 

 
 

な
い
ば
か
り
か
、
こ
う
し
た
無
改
札
の
着
駅
精
算
分
を
も
同
密
度
の
算
定
に
計
上
し
て
い
な
い
。 

さ
ら
に
、
旅
客
輸
送
密
度
の
算
定
に
お
い
て
、
無
改
札
の
着
駅
精
算
分
だ
け
で
な
く
、
あ
る
駅
で
の
券
売
機 

 
 

六 

 



 

1 

以
上
述
べ
た
よ
う
な
実
情
及
び
政
令
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
定
期
券
乗
越
し
精
算
分
な
ど
を
旅
客
輸
送
密 

 

度
の
算
定
に
計
上
し
な
い
ば
か
り
か
、
無
人
駅
乗
車
の
無
改
札
の
着
駅
精
算
分
な
ど
を
も
算
定
に
計
上
し
な 

 

い
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
不
当
な
算
定
方
法
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

ま
た
、
一
つ
の
営
業
線
内
各
駅
は
も
と
よ
り
、
無
改
札
で
通
過
で
き
る
接
続
線
が
多
数
あ
れ
ば
（
和
歌
山
線 

 
 

の
場
合
は
、
関
西
本
線
、
桜
井
線
、
阪
和
線
、
紀
勢
線
等
）
、
以
上
の
事
情
は
拡
散
し
、
旅
客
輸
送
人
員
の
算 

 
 

 
 

定
上
も
れ
て
い
る
分
が
か
な
り
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

に
よ
る
金
額
式
乗
車
券
を
複
数
の
営
業
線
へ
逆
按
分
す
る
場
合
も
、
無
人
駅
を
有
す
る
線
区
は
、
同
様
の
理
由 

 
 

か
ら
低
く
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、 

当
然
、
こ
れ
ら
の
無
改
札
の
着
駅
精
算
分
な
ど
を
旅
客
輸
送
密
度
の
算
定
に
計
上
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え 

 

る
が
、
ど
う
か
。 

七 

 



 

2 

政
令
第
五
条
に
基
づ
く
運
輸
省
告
示
第
百
三
十
七
号
で
、
旅
客
輸
送
密
度
の
算
定
方
法
と
し
て
、
「
発
売 

 
 

乗
車
券
を
基
礎
と
し
て
…
…
算
定
す
る
」
（
同
告
示
第
二
条
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、 

も
し
、
こ
う
し
た
無
人
駅
を
有
す
る
線
区
で
の
無
改
札
の
着
駅
精
算
分
な
ど
を
旅
客
輸
送
人
員
の
算
定
に 

 
計
上
し
な
い
と
す
れ
ば
、
国
鉄
再
建
法
及
び
政
令
上
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
そ
う
し
な
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ 

 
 

れ
た
い
。 

ロ 

無
人
駅
を
有
す
る
営
業
線
の
実
情
及
び
政
令
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
旅
客
輸
送
密
度
の
算
定
対
象
を 

 
 

「
発
売
乗
車
券
」
の
み
に
限
定
し
て
い
る
同
告
示
は
誤
り
で
あ
り
、
早
急
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る 

 

イ 

こ
こ
に
い
う
「
発
売
乗
車
券
」
と
は
何
か
。 

政
府
が
、
中
小
民
有
鉄
道
に
関
し
て
実
施
し
て
い
る
予
算
補
助
の
基
準
で
あ
る
旅
客
輸
送
密
度
の
算
定
の 

 

場
合
は
、
実
際
の
旅
客
輸
送
人
員
を
算
定
対
象
と
し
た
数
値
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
鉄
の 

 
 

場
合
に
そ
う
し
な
い
の
は
、
こ
れ
と
の
関
係
で
も
道
理
が
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

八 

 



 

 

九 

が
、
ど
う
か
。 

三 

無
人
駅
を
有
す
る
営
業
線
の
実
態
調
査
に
つ
い
て 

運
輸
省
及
び
国
鉄
当
局
は
、
無
人
駅
は
乗
降
客
が
微
少
で
あ
り
、
車
内
改
札
が
原
則
で
あ
る
と
言
う
が
、
先 

 
 

に
具
体
例
と
し
て
挙
げ
た
和
歌
山
線
の
場
合
、
「
住
民
の
会
」
の
調
査
に
よ
る
と
、
無
人
駅
乗
降
客
を
含
め
る
な 

 
 

ど
す
れ
ば
、
実
際
の
旅
客
輸
送
密
度
で
は
八
千
人
を
超
過
し
て
い
る
と
言
う
。 

従
つ
て
、
和
歌
山
線
を
は
じ
め
無
人
駅
を
有
す
る
営
業
線
の
実
旅
客
輸
送
人
員
の
実
態
調
査
を
早
急
に
行
う 

 

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


